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月 3日肉眼的血尿出現,翌日の血液検査で Crが 0.96mg/
dlから 2.6mg/dlと急上昇を認め,CT・エコーで移植腎に
水腎症と尿管結石を認めた.結石による腎後性腎不全と
診断し, DJステント留置で腎機能は改善した.他院に依
頼し ESWL施行したが破砕不可, f-TULは尿管の屈曲
が強く到達不可能であった.その後腎盂腎炎の反復とと
もに結石の多発を認め,尿管切石と尿管下端を切除して
膀胱尿管再吻合術を施行した.術後の CTで尿管の屈曲
の改善を確認し DJステントを抜去した.
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